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在宅高齢者の外出行動に関する調査研究
� 遠出外出志向性および危険行動傾向の関連要因 �
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問題と目的

高齢化社会が急速に進行する現在，地域における
高齢者の生活スタイルにも多様性が顕著になってい
る．例えば，家族や仲間とのコミュニケーション量
の減少や，身体機能の衰えと交通社会の煩雑化に伴
う外出行動の抑制などによって孤立化するケースが
増加する一方，健康な身体と運動機能を駆使して歩

行や自転車，あるいはバイクや自動車を活用して行
動半径を広げ，社会化を図る高齢者も少なくない��．
前者はいわばネガティブな外出行動であり，後者は
ポジティブな外出行動といえよう．こうした変動性
に富んだ高齢者の外出行動における多面的な要因を
分析することは，心身の健康と安全な生活を維持増
進する高齢者における
��の諸策に対するヒント
を得るうえで必要である��．特にポジティブな外出
行動に関する分析に基づく提言は，健全な高齢化社

会を築くうえで有意義であり，かつ急務であると考
えられる����．
ところが高齢者のポジティブな外出行動は，本人
自身の転倒や障害物との接触などはもとより，自動
車や自転車などの乗り物を運転することによる交通
事故等の危険を伴うものである����．したがって従
来の外出行動に関する調査や研究は，専ら高齢者が
危険を回避するために必要な安全教育や指導法に向
けられるものが多かった �����．逆に高齢者の多様な

生活スタイルとの関連性において，日常的な外出行
動実態や環境要因を分析した研究は数少ない�	����．
一方，在宅高齢者に関しては，外出行動でいえば

閉じこもりなどのネガティブな側面における環境面
や心理面からの実態的調査����
�はなされているが，
日常生活場面での外出行動を基軸としたポジティブ
面も含んだ背景要因を分析した研究も多いとはいえ
ない���．ここで必要なのは，在宅生活を送ってい
る一般的な高齢者を対象にして，日常生活場面での

様々な外出行動を規定する諸要因の分析と，彼らの

安全や幸福などを説明する変数との関連性を求める
調査的研究であろう．
そこで考えられる調査研究の一つの方向性は，在
宅高齢者の日常的外出状況を調べるに際して，一般
的な日常生活や 
��，さらには健康や安全に関す
る意識面と外出行動傾向との関連性を求める環境心

理学的な分析の試みである．ただしその場合，高齢
者の外出行動を量（頻度，時間，距離など）と質（目
的，手段，同行者など）の両面において捉える必要が
あるが，その多様性の故に規定要因や関連要因を特
定するのは容易ではない．したがって本研究では，
高齢者の外出行動を明確に反映する変数として，「遠
出外出志向性」を設定することにした．この変数は，
高齢者が乗り物を利用して比較的遠くまで出かけよ
うとする欲求および事実，その困難性などの質問に

基づいて，志向性の高低として定義することができ
る．それとともに高齢者の外出行動に伴って想定さ
れる危険性に注目して，彼らの道路上における「危
険行動傾向」をもう一つの目的変数として設定した．
その上で，これら二種類の外出行動変数に関連す
る高齢者に特有な要因を抽出することを目的とした．
それらの要因として，特に高齢者自身による健康評
価および視力等の身体的健康，生活志向性，他者依
存性，さらに生活満足感等の要因との関連性が予測

される．かくして高齢者にとって適正な外出行動の
範囲や方法を含め，彼らの健全で安全かつ快適な外
出行動を確保するための基礎資料が得られることが
期待された．

方 法

�．調査対象者および調査票の配布と回収

岡山県下に在住する�	歳以上の在宅高齢者
		名
に対して，調査票を配布した．配布に当たっては，
県下各地域の交通指導協助員による在宅高齢者訪問
指導の際に，直接本人への手渡しを依頼した．

回収は郵送法を採用し，被調査者による自主的回
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答を尊重した．調査票を返送した者は���名で回収
率は�����であった．そのうち性別が明らかなもの
は���名，そして質問項目によって回答に欠損があ
るものを除くと，最終的なクロス集計に耐えうる有

効回答者数は�	�名（男性���名，女性���名，平均
年齢は����歳（��：
���））であった．
�．調査票の構成

調査票の標題は「在宅高齢者の外出および在宅状
況の調査」であった．質問項目はフェイスを含め 


つのパートから成っていたが，ここに報告する遠出
外出行動および外出危険行動傾向に関係する質問項
目は以下の通りであった．
まず「遠出外出志向性」に関する項目は �

つで，外出欲求の有無，遠出の頻度，遠出の楽しみ，
遠出の不安であった．次に「外出危険行動傾向」に
関するものは �項目で，道路横断状況，信号遵守，
安全確認，歩行の安全度であった．なお関連変数と
して，「健康評価」に関する 
項目（自己評価，通院，
視力，聴力，記憶），「生活志向性」に関する �項目
（行動志向性，対人志向性），「他者依存性」に関する

�項目（情緒的依頼心，社会的自信欠如，自律の主
張），「生活満足感尺度（����）」が加えられた．

�．分析方法

遠出外出志向性と高齢者の内的要因との関連性に
関するカテゴリー変数については度数に基づく��検
定を行い，高齢者の危険行動傾向と健康評価との関
連に関する連続量変数については分散分析および �

検定を併用した．なお遠出に関する変数と内的要因
変数とのクロス集計の際，項目毎の回答における欠
損が認められるデータについては，その都度分析対
象から除外した．したがって「健康評価」等の内的

要因変数によって�の値に差が生じた（�����
�）．

結 果

�．フェイスの概要

対象者の全体像を把握するためにフェイスの整理
を行い，項目別の相対度数（�）を表 �にまとめて
示した．今回の調査対象者は男性が女性をやや上回
り，�	歳代が最も多かった．職業を持たない者が多
く，夫婦を含めた家族と同居する者が圧倒的に多数
で，独居者は �割であった．また通院状況や日常生
活の困難については，�割が通院しているものの日

常生活の動作上で困難である者はわずかに �割強で
あった．これらと関連して，遠出に限らず日常の外
出行動についてみると，�割以上の者が外出欲求を
有しており，かつ �割以上が実際に週に �日以上外
出している標本であることがわかった．

表 � フェイスのまとめ

�．高齢者の遠出外出志向性と内的要因との関連性

外出欲求を有して遠出の頻度が多く，遠出を楽し

みにし，遠出の不安がないと答えた者を遠出志向性
高（�）群，その逆を答えた者を遠出志向性低（�）
群，その中間を遠出志向性中（�）群と分類し，高
齢者の内的要因との関連性を求めた．内的要因とし
て，「健康自己評価」，「生活志向性」，「他者依存性」，
そして「生活満足感（����）」を採用し，その結果
を表 �に一括して示した．明らかになったことは以
下の通りである．

表 � 高齢者の遠出外出指向性と内的要因との関連性



在宅高齢者の遠出外出志向性と危険行動傾向 ���

��高齢者の遠出外出志向性と密接に関連する要
因は健康に関する自己評価である（��（�）��	���，
����		�）．すなわち遠出外出志向性の強い者は，視
力，聴力，記憶において健康であると認識しており，

全体としての自己評価も高い． ��遠出外出志向性の
強い者は，生活における方向性が行動志向的傾向に
あることが認められる（��（�）�
�
	，����	）． ��

他者依存性との関連では，特に社会的自信欠如者の
遠出外出志向性が低い（��（�）���
	，���	
）． ��

遠出外出志向性の低い者は生活満足感も低い（��

（�）������，���	�）．
�．高齢者の危険行動傾向と健康関連要因との関連性

高齢者が自らの健康をいかに評価しているかとい

う認識が，外出行動に対する危険意識に反映する程
度を分析するために，健康に関する評価項目毎の
外出に対する危険意識度を算出し，表 �に示した．
健康評価に関して �水準のものは �要因の分散分析
を，それ以外は �検定を施した．明らかになったこ
とは以下の通りである．

��高齢者自身が評価する自分自身の健康度は外出
行動の危険意識に反映する傾向がある（�（� ���）
����	，����	）．すなわち健康度の自己評価の低い

者は外出時の危険意識は低いことがうかがえる． ��

視力や聴力に衰えを感じている者ほど外出時の危
険意識度は高い（�（�
�）���	�，���		�，�（�
�）
�����，���		�）． ��記憶力の衰えを感じている者
の外出時の危険意識度は低い傾向がある（�（�
�）
���
�，����	）．なお通院の有無は外出危険意識に
について有意な関連は認められなかった．

考 察

本研究の対象となった在宅高齢者は�	歳代が半数以
上を占め，約 �割が家族と同居しており，また病院通い

はしていても日常生活上の困難は感じていない者が多

かった．いわば行動レベルの高い標本であったために，
外出に対する意欲は強く，実際の外出頻度も高く，し
たがって外出に対する満足感も高い傾向がうかがえた．
これは今回の質問票の配布要員を地域の交通指導協助員

に依頼したことから，日頃から外出行動が確認されや
すい在宅高齢者が対象者として抽出された可能性があ
る．しかし標本に偏りがあったとはいえ，比較的元気な
高齢者の外出行動傾向や危険意識の背景要因を調査
する対象として，目的に沿っていたものと考えられる．
本研究の目的は在宅高齢者の二種類の外出行動変

数，すなわち「遠出外出志向性」および「危険行動傾向」
と，高齢者特有の内的要因との関連性の有無を確かめ
ることであった．前者については高齢者の健康評価

の高さ，生活における行動志向性や社会的自信の強
さが関係しており，やはり遠出志向性の高さは生活
満足感とも関連していることが明らかになった．し
たがって在宅高齢者の外出行動の分析に際して，遠
出外出志向性が高齢者特有の諸要因との有意な関連
性を持つという予想が支持された意義は大きい．今
後は在宅高齢者の外出行動を調査する場合，この行
動指標を有効に用いることができると考えられる．
さらに後者に関しても当初の予想の確認に加えて，交

通場面での高齢者の危険行動傾向が，自らの感覚機能
の能力を含む健康面に関する自己評価と関連するという
結果が得られたことは，今後の高齢者の外出行動にお
ける安全対策に有効な示唆を提供すると考えられる．

本研究は平成�����年度川崎医療福祉大学プロジェクト研

究費の助成を得て行われた．また本プロジェクト研究は平成

��年度の日本心理学会第��回大会において，三連研究���������

として発表された．なお標記の連名研究者以外に，資料分析に

当たり森本祐子氏（現在：倉敷児童相談所）と福永夕紀子氏

（現在：文教女子大学大学院）の協力を得た．記して感謝する．

表 � 高齢者の危険行動傾向と健康との関連性
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